
 
 

公表: 2024 年  2 月 15 日                             事業所名:こどもサポート教室「クラ・ゼミ」東福山校 
    

  チェック項目  はい  
どちらともい

えない  いいえ  改善目標、工夫している点など  

環
境 
・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切であるか  
6 0 0 

 

②  職員の配置数は適切であるか  6 0 0 
どの時間帯においても，利用者様と職員が 1 対

1 で支援できる環境を整えております。 

③  

事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮

が適切になされているか  
4 2 0 

事業所の間取りを技能スペース，職員室の大き

く 2 フロアに分け，職員の目の届きやすいようにし

ています。また，事業所内の段差は無くしていま

す。 

業

務

改

善 

④  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標

設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか  4 2 0 
毎支援後，必ず保護者様と利用者様の日々の

様子をフィードバックする時間を設け，迅速に対

応できる環境を整えております。 

⑤  
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケ

ート調査を実施して保護者等の意向等を把握

し、業務改善につなげているか  

6 0 0 
毎年欠かさず公表を行っています。また頂いた意

見は，株式会社クラ・ゼミとして共有し，改善し

ております。 

⑥  
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム

ページ等で公開しているか  
6 0 0 

⑤と同じ 

⑦  

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげているか  
3 0 3 

第三者の外部評価ではありませんが，福山地域

3 校舎が互いにチェック評価を行っております。ま

た，会社内部評価の元，健全な運営を行って

おります。 

⑧  

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を

確保しているか  
6 0 0 

月 1 度の地域研修，職員レベル別の社内研修

などを行っております。また，発達支援研究所に

研修を依頼し，知識面・技能面の専門的な発

達に関する研修を行っております。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デ

イサービス計画を作成しているか  
6 0 0 

毎支援後，必ず保護者様と利用者様の日々の

様子に関して，フィードバックをする時間を設け，

迅速に対応できる環境を整えております。また，

定期的に事業所内でのケース会議を行い，指導

員だけでなく，事業所として利用者様の個別支

援計画書を作成しております。 

⑩  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用しているか  6 0 0 
初回面談時，受付シート等で行っております。ま

た，年 1 回の振り返りもアセスメントシートを用い

行っております。 

⑪  活動プログラムの立案をチームで行っているか  6 0 0 
ケース会議，事業所内ミーティング，支援記録

の振り返りなどを通して確認し，必要によっては，

個別支援計画の再設定を行っております。 

⑫  活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか  6 0 0 ⑪と同じ 

  事業者向け 放課後等デイサービス自己評価表（公表） 



⑬  
平日、休日、⾧期休暇に応じて、課題をきめ細

やかに設定して支援しているか  
6 0 0 

⑨と同じ 

⑭  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を

適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を

作成しているか  

6 0 0 
利用者様によっては，集団療育をしている事業

所の斡旋を行っております。 

⑮  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その

日行われる支援の内容や役割分担について確認

しているか  

5 1 0 
朝礼・夕礼にて利用者様の情報を担当職員が

共有しております。 

⑯  
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点

等を共有しているか  

5 1 0 
⑮と同じ 

⑰  
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか  
6 0 0 

株式会社クラ・ゼミとして，内部監査を毎年行

い，セルフチェックをしています。また，月末に必ず

セルフチェックを行っております。 

 

⑱  
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断しているか  6 0 0 
⑰と同じ 

また，担当制を導入し，細かな変化に気が付け

る体制を整えております。 

⑲  
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ

て支援を行っているか  
5 1 0 

⑪と同じ 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

⑳  
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議

にその子どもの状況に精通した最もふさわしい者が

参画しているか  

6 0 0 
担当職員が参加しております。 

㉑  

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の

交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整

（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか  

6 0 0 

積極的に，学校，関係機関に出向き，現場の

職員さんと意見交換をしております。また，常に

見学可能としており，当事業所での様子が知れ

るようにしております。 

㉒  
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡体制を整えているか  
5 1 0 

該当児がいた場合，担当医に話を聞き，注意

点などを参考に対応しております。 

㉓  
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ

ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共

有と相互理解に努めているか  

6 0 0 
㉑と同じ 

㉔  

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、そ

れまでの支援内容等の情報を提供する等してい

るか  

5 1 0 

いつでも意見交換を行っています。保護者様から

の依頼があった場合に，対応させていただいてお

ります。 

㉕  
児童発達支援センターや発達障害者支援センタ

ー等の専門機関と連携し、助言や研修を受けて

いるか  

5 0 1 
㉑と同じ 

㉖  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の

ない子どもと活動する機会があるか  
0 4 2 

地域で実施されている箇所の紹介を行い，そちら

への参加をしてもらっています。 

㉗  
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加し

ているか  
2 4 0 

毎回欠かさず出席させていただいております。 

㉘  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど

もの発達の状況や課題について共通理解を持っ

ているか  

6 0 0 ⑨と同じ 



㉙  
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に対してペアレント･トレーニング等の支援を行って

いるか  

2 3 1 

療育の内容によっては，保護者様同伴で支援に

参加していただき，お子様との関わり方，ご家庭

でのあり方などアドバイスさせていただいております。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉚  

運営規程、支援の内容、利用者負担等について

丁寧な説明を行っているか  

6 0 0 

初回の契約時に，利用者様の状況に合わせた

具体的な金額を用いながら説明させていただいて

おります。 

また，校舎入り口にいつでも見られるように説明

出来るファイルを設置しております。 

㉛  
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行っているか  
6 0 0 

⑨と同じ 

㉜  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等により、保護者同士の連携を支援してい

るか  

0 3 3 
㉖と同じ 

 

㉝  
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制

を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦

情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか  

6 0 0 
相談申し入れにつきまして，営業時間帯いつでも

対応できるようにしております。 

 

㉞  
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し

て発信しているか  

5 1 0 
公式ラインサービス・当社ホームページを活用し，

事業所イベントの告知を行っております。 

 
㉟  個人情報に十分注意しているか  6 0 0 

鍵付きロッカーを必ず使用し，社内研修にて，

職員の意識の向上を図っております。 

㊱  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしているか  6 0 0 
利用者様，保護者様一人ひとりに「寄り添う」ス

タンスのもと支援をさせていただき，困り感を聞け

るよう常に心掛けております。 

 
㊲  

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図っているか  
4 2 0 

㉖と同じ 

非

常

時

等

の

対

応 

㊳  
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し

ているか  

6 0 0 
毎月，防災訓練を実施しております。また年間で

スケジュールを組み，年 2 回は利用者様と一緒

に避難訓練を実施しております。 

㊴  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練を行っているか  
6 0 0 

㊳と同じ 

㊵  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す

る等、適切な対応をしているか  
6 0 0 

毎年，市主催の研修を初め，社内でも独自の

研修，ストレスチェックをしております。 

㊶  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに

ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前

に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ

サービス計画に記載しているか  

6 0 0 

運営規定や身体拘束についても，重要事項説

明書に明記し，該当する児童がいれば対応して

いく体制を整えています。 

㊷  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか  
5 1 0 

契約時に確認の他，定期的なアンケートにて把

握しております。 

㊸  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し

ているか  
6 0 0 

兵庫，中国，四国，九州でヒヤリハットを共有

し，事故防止に努めております。 

  

 



 
 

   

公表: 2024 年  2 月  15 日    
  

事業所名:こどもサポート教室「クラ・ゼミ」東福山校        保護者等数（児童数）:41（55）回収数:40 割合:98％ 
 

   チェック項目  はい  どちらともいえ

ない  いいえ  ご意見、ご意見を踏まえた対応 

環
境 
・

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か               
34 6 0 

もう少し広い空間が良いです。 

可能なら，個別指導だけでなく、集団指導もお願い

したい。 

出来るだけ児童がおらず，広々利用できる時間に

来校される児童に対しては，広くご活用できるように

変更しております。集団に関しては，月 1 回は実施

しておりますので，そちらへご参加ください。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     32 7 1 

先生の入れ替えが激しいです 

可能なら，集団指導もお願いしたい。 

入り口の掲示通り，専門職を交え通常は一職員数

がいることの掲示をさせていただいております。個別が

メインの療育現場ですので，集団は月 1 回実施し

ている方へご参加ください。職員の入れ替わりは，1

年に 1 回程度ですが，個別ですので，担当されて

いるところで感じる部分もあるかと思いますが，特別

な理由以外での入れ替わりはほとんどないようにして

います。 

③  

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ

リアフリー化の配慮が適切になされているか                 

20 13 7 

玄関入り口は段があるので，バリアフリーとはいえませ

ん。玄関入り口に関しては，車いす等の児童には，

現在スロープを準備していただき，段差の対応をさ

せていただいております。さらに入り口までは同行して

いただくようお願いをしております。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

④  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画 i が作成され

ているか  

36 3 1 
 

⑤  
活動プログラム ii が固定化しないよう工夫されている

か  
33 5 2 

 

⑥  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか  
8 17 15 

よく分からないので… 

集団指導でないのが，ネックかと。 

おっしゃる通りで，中々外部との交流が難しくなって

はおります。きらり広場での交流が，外部との関わり

である機会になっております。 

保

護

者

へ

の

⑦  
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか  
38 2 0 

 

⑧  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

35 4 1 
 

  保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果（公表） 



説

明

等 

⑨  
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援が行われているか  
39 1 0 

 

⑩  
父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

10 17 13 

参加していないのでわかりません 

個別指導なので、難しいかと。 

保護者様への日程調整をさせていただく中で，中々

あわなかったため，日曜日に実施している外部の保

護者会の案内をお知らせさせて頂いております。 

⑪  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、

苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している

か  

29 10 1 

そう言ったことがないので解かりません。 

何かあった際は，迅速に対応できるように務めさせて

いただいております。 

⑫  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
37 3 0 

他社さんみたいに、連絡ノートが欲しいかと。 

個別での対応とさせていただいておりますので，連絡

ノートを支援中に書くことが難しく，来校された際のフ

ィードバックに重きを置かせていただいております。少し

早めの来校で一緒に話す時間，又は，ラインや事

業所内相談を得て，情報交換をさせていただいてお

ります。 

⑬  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信してい

るか  

28 11 1 

利用機会が少なくなったから。 

ラインやホームページで配信されている情報を是非ご

活用ください。毎月 2 回以上のホームページの公開

を行っております。外の掲示板の QR コードより見るこ

とが出来るようにしております。 

⑭  個人情報に十分注意しているか  40 0 0 
 

非

常

時

等

の

対

応 

⑮  
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されて

いるか  

33 7 0 
外の掲示板にもあるように，各種マニュアルを作成し

ており，それに沿って月 1 回の訓練なども実施してお

ります。 

⑯  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
26 11 3 

利用機会が少なくなりましたから。 

⑮の内容と同じように対応させていただいてお

ります。 

満

足

度 

⑰  子どもは通所を楽しみにしているか  23 13 4 

行くまでの気持ちにもっていくのが、なかなか難しいの

で。 

行く前は少ししんどい感じはありますが行くと先生と話

が出来てスッキリして帰ってきます。 

楽しみに来ていただけるように，いろいろな話を聞き

ながら，悩みを解決できる場として行っております。 

⑱  事業所の支援に満足しているか  34 5 1 

月に 1 度しか行けてないので、その 1 時間では満足

とまでは…。 

もう少し本人が行く気になれば、色んな事が出来る

のになと感じます。 

ほぼ満足していますが、場所の狭さと面談以外での

先生との会話する時間が少ないかな～ 

出来るだけズレが起こらないように，来校の際は話

をさせていただきます。来校がない方の場合に，なる

べく半年に 1 回の話の時に行うようにしております。 
  
    



                                                    

i  放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。  
ii 
  事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／⾧

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。   
  


